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株式会社 パワーシステム 

 

新型高出力、高エネルギー密度キャパシタ（ナノストレージキャパシタ）を開発。 

：１分充電、鉛電池以上のエネルギー密度 

  

㈱パワーシステムは、新型カーボン系材料を用いた高エネルギー密度キャパシタを開発

した。この新型カーボン系材料は、３年前に佐賀大学名誉教授芳尾真幸と共同開発したも

ので、その後の開発研究により実用化に達したものである。ナノストレージキャパシタ

（NSC）は、従来キャパシタがもっていた高出力をそのままに鉛蓄電池を超えるエネルギー

密度を達成した。用途の一例としてはハイブリッド車などへの応用も可能である。相互に

発展可能なユーザーに対しサンプル出荷を本年秋に予定する。 

 

1. 世界的新規発見とみられる従来の５～10 倍の電荷を吸着する新しい特殊な炭素系材料

を共同開発した。その特性を応用した本キャパシタ NSC は、電気二重層キャパシタの特徴

である高い出力、安全性、長寿命、高い環境性を維持している。従来の活性炭型の電気二

重層キャパシタと比べ、数倍から 10 倍に相当するエネルギー密度を達成した。（当社活性

炭タイプ 6.5wh/kg と比較して約 3倍） 
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スペック 

・15Wh/kg（5kW/kg）の実セルを完成 

（大型バイクのセルモーターの始動、電動自動車などの駆動に成功。） 

・30Wh/kg のエネルギー密度を達成する見通し。 

（ラボレベル（テストセル）では同程度の高出力領域において 

30Wh/kg のエネルギー密度を達成する見通し。） 

・設計の変更により 40Wh/kg(1kW/kg)程度を達成可能。 

 

2.当社技術、ナノゲートキャパシタ NGC との関係 

 

これら NSC と NGC は大容量を生じる原理が異なるので、各々の特性を生かして使い分ける

方向で、平行して開発を進めます。 

 

 

■報道関係お問い合わせ先 

株式会社パワーシステム 

経営企画本部 平野貴人 

〒224-0053  横浜市都築区池辺町 4475 番地 

ＴＥＬ：045-931-2202 

 

 


